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	講演概要

鉄硫黄（Fe-S）タンパク質は、コファクターとして非ヘム鉄と無機硫黄原子から成るFe-Sクラスターを持つタンパク質の総称で、その構造と機能は多種多様である。ほぼすべての生き物に分布しており、例えば、大腸菌では120を超える種類のFe-Sタンパク質群が、エネルギー代謝から遺伝子の発現制御にいたるまで、多彩かつ重要な生理機能を担っている。それらFe-Sタンパク質の機能を支えているのがFe-Sクラスターの生合成系である。私たちはクラスター生合成系として、大腸菌のiscSUA-hscBA-fdx-iscX（iscオペロン）にコードされるISCマシナリーを実験的に証明し、さらに、独立して機能する別経路としてsufABCDSEオペロンにコードされるSUFマシナリーを世界に先駆けて見出した。これらISCとSUFマシナリーは、前者が真核生物のミトコンドリア、後者が葉緑体に存在するように、生物界に広く分布している。一方、ε-プロテオバクテリアなど、一部の微生物にはNIFマシナリー（nifSU）が分布している。従来、NIFマシナリーはニトロゲナーゼの成熟化に特化していと考えられていだが、これについても特異性の広いクラスター合成系として普遍的に機能しうることを明らかにした。さらにこれら３種類のマシナリーの生理的な特性を比較することにより、酸素環境に対する適応戦略が浮かび上がってきた。これら遺伝学的、分子生物学的な研究を中心に紹介するとともに、時間が許せば、マシナリーの複雑な反応機構の解明に向けて現在進めている構造生物学的なアプローチを紹介したい。
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